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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉 
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
に
お
け
る
「
異
性
装
」 
―
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
の
関
連
性
を
中
心
に
― 
木
田 
麻
美 
  
は
じ
め
に 
  
本
論
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
（
一
八
三
二
―
八
三
）
が
一
八
六
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
サ
ロ
ン
（
＝
官
展
）
に
発
表
し
た
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》【
図
１
】
に
構
図
上
の
類
似
点
を
持
つ
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》【
図
２
】
を
対
象
に
、
マ
ネ
の
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
と
女
性
モ
デ
ル
の
「
異
性
装
」
表
現
に
着
目
し
、
両
作
品
の
比
較
検
討
を
行
い
、
関
連
性
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。 
筆
者
は
、
修
士
論
文
に
お
い
て
、
画
面
右
側
の
黒
人
女
性
の
表
象
に
焦
点
を
据
え
、
西
欧
に
お
け
る
黒
人
イ
メ
ー
ジ
や
マ
ネ
の
「
近
代
性
モ
デ
ル
ニ
テ
」
等
の
観
点
か
ら
考
察
を
重
ね
た
。《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
に
お
い
て
、
マ
ネ
が
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
実
在
し
得
る
よ
う
な
娼
家
で
の
情
景
を
場
面
に
設
定
し
、
複
数
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
そ
れ
を
演
出
し
つ
つ
も
、
社
会
的
少
数
派
（
１
）
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
の
娼
家
に
て
実
際
に
労
働
し
て
い
た
可
能
性
の
低
い
黒
人
女
性
を
「
召
使
」
と
し
て
、「
主
人
」
で
あ
る
白
人
女
性
と
共
に
描
い
た
要
因
に
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
か
ら
の
引
用
に
加
え
、
マ
ネ
が
多
大
な
関
心
を
寄
せ
た
一
七
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
デ
ィ
エ
ゴ
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（
一
五
九
九
―
一
六
六
〇
）
が
一
六
一
八
年
に
制
作
し
た
《
エ
マ
オ
の
晩
餐
と
台
所
女
中
》【
図
３
】
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
に
お
け
る
黒
人
女
性
の
表
象
は
、《
エ
マ
オ
の
晩
餐
と
台
所
女
中
》
に
描
か
れ
た
黒
人
女
性
と
同
様
に
、
画
家
が
生
存
し
た
「
同
時
代
」
の
「
西
欧
」
の
衣
装
を
身
に
着
け
て
お
り
、
腰
布
や
ト
ー
ガ
の
み
の
半
裸
体
で
「
時
代
不
明
」
の
「
非
西
欧
」
と
設
定
さ
れ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
表
象
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
活
動
し
た
一
六
―
一
七
世
紀
ス
ペ
イ
ン
は
、
大
西
洋
貿
易
に
よ
り
国
内
に
多
数
の
黒
人
奴
隷
を
抱
え
て
い
た
。
特
に
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
出
生
地
で
あ
り
、
フ
ェ
リ
ペ
四
世
付
の
宮
廷
画
家
と
な
る
ま
で
生
活
し
た
セ
ビ
ー
リ
ャ
は
、
奴
隷
貿
易
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
。
一
五
六
五
年
段
階
で
都
市
人
口
八
―
一
一
万
人
に
対
し
、
奴
隷
は
六
三
二
七
人
で
あ
り
、
人
口
の
六
～
八
％
に
相
当
し
た
（
２
）
。
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
奴
隷
は
、
ネ
グ
ロ
、
モ
ー
ロ
、
ロ
ロ
（
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
人
と
ネ
グ
ロ
の
混
血
）、
モ
リ
ス
コ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
）、
イ
ン
デ
ィ
オ
、
カ
ナ
リ
ア
原
住
民
、
そ
－62－ 
 
の
他
に
大
別
さ
れ
、
ネ
グ
ロ
は
全
体
の
六
一
％
、
肌
の
色
か
ら
ロ
ロ
を
ネ
グ
ロ
に
加
算
す
る
と
比
率
は
七
〇
％
に
ま
で
達
し
た
（
３
）
。
貴
族
・
聖
職
者
・
官
位
保
有
者
・
自
由
業
従
事
者
に
と
っ
て
奴
隷
は
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
祭
服
を
纏
っ
て
宗
教
儀
礼
に
参
加
し
、
所
有
者
の
富
と
権
力
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
と
さ
れ
る
（
４
）
。
女
性
の
奴
隷
は
主
に
家
事
労
働
に
従
事
し
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
自
身
も
黒
人
女
性
の
家
内
労
働
を
目
に
し
た
可
能
性
が
高
く
、《
エ
マ
オ
の
晩
餐
と
台
所
女
中
》
は
宗
教
的
主
題
と
同
時
代
の
情
景
の
描
写
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
（
５
）
。 
マ
ネ
の
画
業
に
影
響
を
与
え
た
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争
を
一
つ
の
契
機
に
フ
ラ
ン
ス
へ
流
入
し
た
。
そ
れ
ま
で
ス
ペ
イ
ン
王
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
作
品
が
大
量
に
フ
ラ
ン
ス
に
も
た
ら
さ
れ
、
パ
リ
の
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
設
立
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
美
術
館
等
に
て
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
（
一
七
九
八
―
一
八
六
三
）
等
の
ロ
マ
ン
主
義
画
家
に
も
影
響
を
与
え
た
（
６
）
。「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
に
関
連
す
る
作
品
の
制
作
に
伴
い
マ
ネ
が
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
た
の
は
、
一
八
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
（
一
七
四
六
―
一
八
二
八
）
の
版
画
集
や
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ラ
ン
（
一
八
一
三
―
八
二
）
が
編
集
し
一
八
五
〇
年
代
半
ば
に
頒
布
出
版
さ
れ
た
『
全
流
派
画
人
伝
』
と
さ
れ （
る ７）
。
し
か
し
、
同
書
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
項
目
に
お
い
て
は
、
《
エ
マ
オ
の
晩
餐
と
台
所
女
中
》
の
挿
絵
及
び
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
８
）
。
マ
ネ
が
『
全
流
派
画
人
伝
』
以
外
の
情
報
源
か
ら
《
エ
マ
オ
の
晩
餐
と
台
所
女
中
》
を
知
り
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
に
お
け
る
黒
人
女
性
の
着
想
源
と
し
た
の
か
、
あ
く
ま
で
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
か
ら
の
引
用
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
検
討
を
重
ね
た
い
。 
マ
ネ
と
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
の
関
連
性
を
基
に
、
次
章
か
ら
本
作
品
に
対
す
る
具
体
的
考
察
を
行
う
。 
 
一 
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
概
略 
  
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
は
、
マ
ネ
が
一
八
六
二
―
六
三
年
に
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
左
右
の
縁
が
画
面
の
両
端
に
接
す
る
程
の
巨
大
な
赤
い
寝
椅
子
に
、
背
凭
れ
に
よ
り
上
半
身
を
起
こ
し
、
左
脚
の
上
に
右
脚
を
重
ね
た
状
態
で
女
性
が
横
臥
し
て
い
る
。
結
い
上
げ
た
髪
に
白
い
髪
飾
り
を
付
け
た
女
性
は
、
黒
と
白
の
闘
牛
士
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
足
元
に
は
半
分
程
開
か
れ
た
扇
が
足
首
に
重
な
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。
女
性
は
顔
を
四
分
の
三
正
面
に
向
け
て
い
る
が
、
視
線
は
鑑
賞
者
と
向
か
い
合
う
の
か
、
遠
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
右
手
は
肘
を
曲
げ
て
頭
頂
部
ま
で
上
げ
ら
れ
、
薬
指
に
指
輪
を
付
け
た
左
手
は
肘
掛
に
乗
せ
て
い
る
。
画
面
右
側
の
寝
椅
子
の
傍
に
は
二
個
の
オ
レ
ン
ジ
が
あ
り
、
右
端
の
オ
レ
ン
ジ
に
は
白
黒
斑
の
猫
が
戯
れ
て
い
る
。
背
景
は
画
面
上
部
の
四
分
の
三
が
暗
い
焦
げ
茶
で
あ
り
、
下
部
四
分
の
一
に
光
が
当
た
っ
た
よ
う
な
白
い
色
面
と
な
っ
て
い
る
。 
横
臥
し
腕
を
頭
頂
部
に
回
し
た
ポ
ー
ズ
は
、
ゴ
ヤ
が
一
七
九
八
―
一
八
〇
三
年
に
制
作
し
た
《
着
衣
の
マ
ハ
》【
図
４
】
に
類
似
す
る
（
９
）
。「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
を
表
出
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
「
闘
牛
士
の
衣
装
」
が
際
立
つ
が
、
女
性
の
足
元
の
扇
も
ゴ
ヤ
《
日
傘
》【
図
５
】
等
に
て
女
性
の
持
ち
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
猫
は
マ
ネ
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
に
共
通
し
て
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ロ
ン
へ
の
未
発
表
作
で
あ
る
為
か
、
画
家
の
同
時
代
人
か
ら
の
批
評
及
び
評
価
、
先
行
研
究
に
お
け
る
本
作
品
へ
の
言
及
は
、「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
的
表
現
が
な
さ
れ
た
作
品
」
と
い
う
一
文
に
留
ま
り
、
構
図
が
類
似
し
た
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
の
積
極
的
な
比
較
検
討
等
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。 
女
性
モ
デ
ル
は
、
マ
ネ
の
肖
像
写
真
を
撮
影
し
た
写
真
家
ナ
ダ
ー
ル
（
本
名
ガ
ス
パ
ー
ル
＝
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ト
ゥ
ル
ナ
シ
ョ
ン
、
一
八
二
〇
―
一
九
一
〇
）
の
愛
人
と
さ
れ
る
が
（
１
０
）
、
厳
密
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な
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
画
面
右
下
の
画
家
の
サ
イ
ン
の
上
に
あ
る
「
我
が
友
ナ
ダ
ー
ル
」
と
い
う
銘
文
か
ら
、
本
作
品
に
対
す
る
ナ
ダ
ー
ル
の
何
ら
か
の
関
連
性
を
推
察
で
き
る
。
背
景
は
通
説
で
は
画
家
の
ア
ト
リ
エ
と
さ
れ
る
が
、
無
地
の
壁
紙
と
人
物
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
光
は
、
写
真
館
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
も
連
想
さ
せ
る
。 
先
述
し
た
よ
う
に
、
白
人
女
性
は
黒
と
白
の
闘
牛
士
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
ゴ
ヤ
の
版
画
集
『
ラ
・
タ
ウ
ロ
マ
キ
ア
（
闘
牛
技
）』
に
《
サ
ラ
ゴ
ッ
サ
の
闘
牛
場
で
男
ら
し
い
勇
敢
さ
で
有
名
な
女
闘
牛
士
パ
フ
ェ
レ
ラ
》
が
確
認
で
き
る
が
、
女
性
の
闘
牛
士
は
男
性
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
り
、
闘
牛
の
本
場
で
な
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
闘
牛
士
＝
男
性
の
職
業
」
と
い
う
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
品
と
同
様
に
、
女
性
が
闘
牛
士
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
《
闘
牛
士
姿
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ヌ
・
ム
ー
ラ
ン
》【
図
６
】
は
、
背
景
に
闘
牛
場
が
描
か
れ
、「
闘
牛
士
の
衣
装
を
着
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
」
に
対
す
る
明
確
な
理
由
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
の
表
出
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
に
お
い
て
は
、
女
性
が
闘
牛
士
の
衣
装
を
着
る
と
い
う
「
異
性
装
」
を
行
う
必
然
性
が
希
薄
化
し
て
い
る
。
マ
ネ
が
描
い
た
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
的
作
品
に
は
、《
ロ
ー
ラ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
》【
図
７
】
の
よ
う
に
女
性
が
登
場
す
る
作
例
も
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
女
性
用
の
衣
服
を
身
に
付
け
て
お
り
、「
異
性
装
」
に
よ
り
表
現
さ
れ
た
も
の
は
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
と
《
闘
牛
士
姿
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ヌ
・
ム
ー
ラ
ン
》
の
み
で
あ
る
。 
筆
者
は
、
マ
ネ
が
明
確
な
場
面
設
定
の
な
い
無
地
の
背
景
に
「
異
性
装
」
を
し
た
女
性
を
配
置
し
た
要
因
と
し
て
、
ナ
ダ
ー
ル
の
肖
像
写
真
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
ナ
ダ
ー
ル
の
肖
像
写
真
に
は
、
同
時
代
の
他
の
写
真
家
の
も
の
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
（
１
１
）
。
鑑
賞
者
の
視
線
を
人
物
の
顔
に
集
中
さ
せ
る
膝
か
ら
下
を
カ
ッ
ト
し
た
構
図
や
控
え
目
且
つ
自
然
な
ポ
ー
ズ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
が
撮
影
用
小
道
具
や
背
景
画
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
写
真
で
は
、
あ
た
か
も
野
外
の
風
景
の
中
に
い
る
よ
う
な
背
景
画
や
ギ
リ
シ
ア
風
の
円
柱
、
手
摺
、
カ
ー
テ
ン
、
家
具
等
の
装
飾
的
小
道
具
が
人
物
を
取
り
囲
み
、
被
写
体
の
社
会
的
地
位
を
演
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
ダ
ー
ル
の
写
真
に
お
い
て
は
、
簡
素
な
椅
子
や
円
柱
等
の
例
外
的
な
小
道
具
以
外
は
、
画
面
に
は
人
物
の
姿
の
み
が
写
さ
れ
て
い
る
。《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
も
ま
た
、
ナ
ダ
ー
ル
の
撮
影
技
法
と
同
様
に
無
地
の
背
景
が
用
い
ら
れ
、
人
物
像
以
外
の
モ
チ
ー
フ
は
背
景
色
に
同
化
す
る
色
彩
の
寝
椅
子
や
猫
な
ど
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
、
鑑
賞
者
の
視
線
は
否
応
な
く
人
物
像
へ
と
集
中
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ネ
に
よ
る
本
作
品
は
ナ
ダ
ー
ル
の
撮
影
技
法
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
で
も
、
背
景
は
小
道
具
の
カ
ー
テ
ン
等
に
よ
り
無
地
で
は
な
い
も
の
の
暗
色
で
ま
と
め
ら
れ
、
背
景
に
同
化
す
る
よ
う
な
黒
人
女
性
や
黒
猫
に
よ
り
、
白
人
女
性
の
存
在
を
際
立
た
せ
鑑
賞
者
の
視
線
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
今
後
、
美
術
作
品
へ
の
写
真
の
技
法
の
適
用
と
い
う
観
点
か
ら
、《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
作
品
の
関
連
性
に
対
す
る
新
た
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
次
章
で
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
異
性
装
」
に
ど
の
よ
う
な
視
線
が
向
け
ら
れ
、
い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
た
の
か
を
俯
瞰
し
、《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
と
の
連
関
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 
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二 
西
欧
に
お
け
る
「
異
性
装
」 
（
一
）「
異
性
装
」
が
行
わ
れ
る
要
因 
国
を
問
わ
ず
「
異
性
装
」
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
実
施
の
要
因
と
し
て
主
に
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
① 
性
的
指
向
・
性
的
嗜
好
・
性
自
認
の
表
現 
② 
宗
教
儀
礼
・
風
習 
③ 
芸
術 
④ 
性
別
上
の
不
利
の
解
消 
①
は
、
個
人
の
性
的
嗜
好
に
加
え
、
生
物
学
的
な
性
別
（sex
）
と
社
会
的
・
文
化
的
な
性
別
（g
en
d
er
）
が
一
致
し
な
い
性
同
一
性
障
害
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
物
学
的
な
性
と
は
逆
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
獲
得
す
る
為
の
試
み
と
し
て
「
異
性
装
」
が
行
わ
れ
る
事
例
を
示
し
て
い
る
（
１
２
）
。
②
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
女
装
に
倣
っ
た
神
官
に
よ
る
「
異
性
装
」
が
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
供
を
魔
物
か
ら
隠
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
幼
児
期
の
「
異
性
装
」
も
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
、
ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
（
一
八
四
一
―
一
九
一
九
）《
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
と
子
供
達
》（
一
八
七
八
）
に
は
、
姉
同
様
に
女
児
用
ド
レ
ス
を
身
に
着
け
髪
を
伸
ば
し
た
弟
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
③
は
、
日
本
の
歌
舞
伎
に
代
表
さ
れ
る
女
人
禁
制
の
演
劇
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
④
は
、
女
性
の
一
人
旅
の
際
の
自
衛
策
や
男
性
の
み
に
限
定
さ
れ
た
軍
隊
へ
の
参
加
等
が
具
体
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
付
く
社
会
的
制
約
か
ら
逃
れ
、
本
来
の
性
別
で
は
就
く
こ
と
の
で
き
な
い
職
業
や
出
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
場
所
（
カ
フ
ェ
・
居
酒
屋
・
美
術
館
・
新
聞
社
等
）
を
訪
問
す
る
為
の
手
段
と
し
て
「
異
性
装
」
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
（
一
八
〇
四
―
七
六
）
も
政
治
裁
判
を
傍
聴
す
る
為
に
男
装
を
し
た
。
当
時
は
、
例
え
被
告
人
の
妻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
政
治
訴
訟
の
公
判
廷
へ
の
出
席
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
女
性
が
男
装
を
し
て
い
た
場
合
は
目
こ
ぼ
し
を
し
て
や
る
の
が
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
い
た
（
１
３
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
異
性
装
」
が
黙
認
さ
れ
る
事
例
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 
「
男
性
の
ズ
ボ
ン
」
と
「
女
性
の
ス
カ
ー
ト
」
に
大
別
さ
れ
た
衣
服
は
性
差
の
象
徴
で
あ
り
、
特
に
ズ
ボ
ン
は
中
世
か
ら
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
、
男
性
の
権
威
や
家
長
の
権
利
を
示
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
メ
ク
ネ
ム
の
版
画
《
ズ
ボ
ン
を
め
ぐ
る
争
い
》（
一
五
世
紀
末
）【
図
８
】
に
は
、
家
長
権
を
象
徴
す
る
ズ
ボ
ン
を
男
女
が
奪
い
合
う
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
男
性
の
権
威
の
象
徴
で
あ
る
ズ
ボ
ン
を
穿
く
女
性
は
、
女
性
に
要
求
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
「
男
勝
り
」
と
見
做
さ
れ
る
社
会
的
背
景
が
存
在
し
て
い
た
。 
 
（
二
）「
異
性
装
」
と
売
春 
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
売
春
へ
の
対
応
は
、
完
全
な
禁
止
を
目
指
し
た
も
の
で
な
く
、
社
会
の
必
要
悪
と
し
て
規
制
及
び
管
理
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
娼
婦
や
娼
家
を
「
公
認
」
す
る
こ
と
で
実
態
数
の
把
握
と
監
視
を
試
み
た
が
、
第
二
帝
政
期
に
は
娼
家
経
営
の
認
可
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
（
１
４
）
、
娼
婦
を
内
部
に
閉
じ
込
め
た
公
認
の
娼
家
が
減
少
し
、
街
頭
で
の
客
引
き
等
を
行
う
非
公
認
の
「
も
ぐ
り
」
や
カ
フ
ェ
や
キ
ャ
バ
レ
ー
等
で
行
わ
れ
る
新
た
な
形
態
の
売
春
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
も
娼
婦
や
「
時
た
ま
売
春
を
す
る
女
達
（
注
文
の
あ
ま
り
な
い
時
期
の
お
針
子
・
失
業
中
の
女
工
等
（
１
５
）
）」
が
訪
れ
、「
カ
ン
カ
ン
踊
り
（
シ
ャ
ユ
ー
）」
を
踊
り
な
が
ら
客
待
ち
を
し
た
。
一
八
五
〇
年
代
に
は
、
ダ
ン
ス
で
世
間
の
注
目
を
集
め
た
貧
し
い
少
女
が
「
モ
ガ
ド
ー
ル
」
と
い
う
芸
名
の
女
優
と
な
り
、
最
終
的
に
は
シ
ャ
ブ
リ
ア
ン
伯
爵
に
見
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初
め
ら
れ
夫
人
と
な
る
と
い
う
シ
ン
デ
レ
ラ
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
生
ま
れ
た
が
（
１
６
）
、
当
時
女
優
や
バ
レ
リ
ー
ナ
等
の
芸
能
関
係
者
は
地
位
の
高
い
パ
ト
ロ
ン
を
確
保
す
る
為
に
性
的
関
係
を
持
つ
「
も
ぐ
り
」
の
売
春
を
行
っ
て
い
た
。
娼
婦
に
な
り
う
る
可
能
性
の
あ
る
職
業
に
就
い
て
い
た
「
モ
ガ
ド
ー
ル
」
が
「
異
性
装
」
を
し
た
写
真
【
図
９
】
が
存
在
す
る
が
、
演
劇
の
中
の
「
男
装
を
し
た
女
性
の
役
柄
」
と
し
て
女
優
と
い
う
社
会
的
地
位
を
示
す
為
に
行
わ
れ
た
の
か
、
売
春
と
い
う
目
的
の
下
に
行
わ
れ
た
男
装
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
せ
ず
、
他
の
事
例
の
調
査
と
共
に
今
後
更
な
る
検
討
を
行
い
た
い
。 
一
九
世
紀
に
お
け
る
「
性
」
の
言
説
は
、
危
険
な
性
行
動
を
対
象
と
し
た
も
の
が
殆
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
に
お
い
て
、「
母
親
と
し
て
の
妻
」
が
称
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
出
産
を
目
的
と
し
な
い
女
性
の
性
行
動
は
非
難
さ
れ
、
女
性
の
性
は
男
性
の
能
動
的
な
性
に
従
属
す
る
受
動
的
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
女
性
の
受
動
的
な
性
か
ら
逸
脱
し
た
売
春
・
中
絶
・
服
装
倒
錯
・
同
性
愛
は
、
女
性
側
の
能
動
性
と
選
択
の
可
能
性
を
予
想
さ
せ
、
性
的
な
違
反
行
為
と
さ
れ
た
（
１
７
）
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
結
び
付
け
ら
れ
、「
異
性
装
」
は
性
的
倒
錯
者
（
＝
娼
婦
・
同
性
愛
者
等
）
に
よ
る
社
会
的
逸
脱
行
為
と
見
做
さ
れ
た
。
売
春
と
性
病
の
関
連
か
ら
、
医
師
に
よ
る
売
春
や
娼
婦
へ
の
言
説
も
数
多
く
発
表
さ
れ
た
。
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
は
、
生
理
学
及
び
心
理
学
的
観
点
か
ら
犯
罪
者
と
娼
婦
は
同
様
の
病
的
ケ
ー
ス
に
当
て
嵌
ま
る
と
し
た
（
１
８
）
。
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
＝
エ
ー
ビ
ン
グ
は
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
ほ
ど
極
端
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
は
し
な
か
っ
た
が
、
娼
婦
は
異
常
な
性
衝
動
の
持
ち
主
で
あ
り
、
病
理
学
的
問
題
が
あ
る
と
見
做
し
た
。「
異
性
装
」
と
売
春
の
関
連
性
に
着
目
し
た
研
究
者
は
、
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
で
あ
る
。
エ
リ
ス
は
、
エ
ー
ビ
ン
グ
の
論
に
反
対
し
、
多
く
の
娼
婦
は
性
的
関
心
が
異
常
に
強
い
と
す
る
見
解
を
疑
問
視
し
た
が
、
同
時
に
娼
婦
は
「
先
天
的
に
」
同
性
愛
者
で
あ
り
、
男
性
と
の
性
行
為
に
無
頓
着
で
あ
る
為
、
売
春
に
走
り
や
す
い
と
主
張
し
た
（
１
９
）
。
エ
リ
ス
に
よ
る
「
娼
婦
＝
同
性
愛
者
」
と
い
う
図
式
の
形
成
に
は
、
ア
ン
ナ
・
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
研
究
に
負
う
所
が
多
く
、「
売
春
は
性
的
感
情
を
伴
う
こ
と
が
全
く
な
い
の
で
純
粋
に
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
」
と
答
え
た
娼
婦
が
ひ
と
り
な
ら
ず
い
た
と
す
る
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
報
告
を
基
に
し
て
い
た
。 
 
筆
者
が
注
目
し
た
エ
リ
ス
及
び
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
論
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
ど
の
程
度
ま
で
受
容
さ
れ
、
画
家
が
作
品
に
適
用
す
る
程
の
強
固
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
今
後
明
確
な
根
拠
を
基
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。 
  
三 
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
の
比
較
検
討 
  
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
と
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
の
決
定
的
な
相
違
点
と
し
て
、
画
面
構
成
の
主
た
る
要
素
で
あ
る
白
人
女
性
が
「
着
衣
」
と
「
裸
体
」
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
は
ゴ
ヤ
の
《
着
衣
の
マ
ハ
》
と
《
裸
の
マ
ハ
》
の
ペ
ア
を
意
識
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２
０
）
。「
横
た
わ
る
女
性
像
」
は
、
西
洋
美
術
史
に
お
い
て
頻
繁
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
も
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（
一
四
九
〇
頃
―
一
五
七
六
）《
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
を
着
想
源
と
し
て
い
る
。《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
は
、
裸
体
の
白
人
女
性
を
神
話
の
女
神
や
異
国
の
オ
ダ
リ
ス
ク
で
な
く
「
同
時
代
の
娼
婦
」
と
し
て
描
い
た
点
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
が
、《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
は
「
着
衣
」
で
あ
り
、
女
性
が
娼
婦
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
は
存
在
せ
ず
、
非
難
を
回
避
し
て
い
る
。
仮
に
、
娼
婦
の
よ
う
な
性
的
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
た
人
物
像
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、（
主
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
想
定
さ
れ
る
）
鑑
賞
者
に
と
っ
て
の
「
外
国
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人
（
＝
ス
ペ
イ
ン
人
）
女
性
」
と
い
う
設
定
に
よ
り
、
自
ら
が
属
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
外
の
存
在
と
見
做
さ
れ
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
。《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
猫
は
、
図
像
解
釈
学
に
お
い
て
自
由
の
象
徴
で
あ
り
（
２
１
）
、
一
九
世
紀
に
は
そ
の
生
態
か
ら
性
的
放
縦
の
モ
チ
ー
フ
と
解
さ
れ
る
。
猫
の
傍
ら
の
オ
レ
ン
ジ
は
、
南
国
（
＝
ス
ペ
イ
ン
）
を
連
想
さ
せ
る
異
国
趣
味
的
モ
チ
ー
フ
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
は
、「
着
衣
」
表
現
に
よ
り
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
比
較
し
て
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抑
制
し
つ
つ
も
、
女
性
の
「
異
性
装
」
に
よ
り
「
外
国
人
女
性
＝
一
時
的
な
恋
愛
の
対
象
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
一
時
的
な
恋
愛
の
対
象
」
と
い
う
の
は
、
娼
婦
と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
両
者
が
同
様
に
社
会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
疎
外
さ
れ
た
位
置
付
け
を
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。 
  
終
わ
り
に 
 
筆
者
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
異
性
装
」
を
性
的
倒
錯
や
売
春
と
関
連
付
け
る
解
釈
が
流
布
し
て
い
た
事
実
を
鑑
み
、
マ
ネ
が
「
横
た
わ
る
女
性
像
」
と
売
春
と
い
う
テ
ー
マ
を
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
と
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
に
内
包
さ
せ
て
お
り
、《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
に
は
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
の
前
段
階
の
作
品
と
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
」
に
留
ま
ら
な
い
美
術
史
的
意
義
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
こ
の
検
証
を
試
み
た
。
女
性
モ
デ
ル
に
必
然
性
の
希
薄
な
闘
牛
士
の
衣
装
を
纏
わ
せ
て
表
現
し
た
要
因
に
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
「
異
性
装
＝
性
的
倒
錯
者
の
行
為
」
及
び
「
性
的
倒
錯
者
＝
娼
婦
＝
外
国
人
女
性
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
結
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
今
回
は
、
具
体
的
な
「
異
性
装
」
の
事
例
に
つ
い
て
、《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
以
外
の
写
真
等
の
視
覚
資
料
を
比
較
例
と
し
て
充
分
に
は
活
用
で
き
な
か
っ
た
。
視
覚
資
料
を
用
い
て
、「
異
性
装
」
が
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か
を
更
に
把
握
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
    
注 
（
１
）
渡
辺
和
行
『
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
フ
ラ
ン
ス
史
：
国
民
・
移
民
・
外
国
人
』
山
川
出
版
社
、 
二
〇
〇
七
年
、
六
五
頁
。
フ
ラ
ン
ス
へ
の
黒
人
の
移
動
が
活
発
化
す
る
の
は
二
〇
世
紀 
以
後
で
あ
り
、《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
が
発
表
さ
れ
た
一
八
六
五
年
時
点
で
は
黒
人
は
人
口 
構
成
グ
ラ
フ
に
記
載
さ
れ
な
い
程
少
数
派
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
（
２
）
関
哲
行
「
十
五
―
十
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
の
都
市
社
会
と
奴
隷
：
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
都 
市
セ
ビ
ー
リ
ャ
を
中
心
に
」『
歴
史
學
研
究
』
六
六
四
号
、
青
木
書
店
、
一
九
九
四
年
、 
三
頁
。 
（
３
）
同
上
、
五
頁
。 
（
４
）
同
上
、
九
頁
。 
（
５
）D
.D
av
ies, 
C
arr, 
X
.B
ray, 
D
ieg
o
 
V
elá
zq
u
ez, 
ex
h
ib
itio
n
 
catalo
g
u
e 
[L
o
n
d
o
n
: 
N
atio
n
al G
allery
], L
o
n
do
n
, Y
ale U
n
iv
ersity
 P
ress, 2
0
0
6
, p
.1
26
. 
（
６
）
高
橋
明
也
「
ス
ペ
イ
ン
趣
味
と
レ
ア
リ
ス
ム
：
一
八
五
〇
―
六
〇
年
代
」『
マ
ネ
と
モ
－67－ 
 
ダ
ン
・
パ
リ
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
（
三
菱
一
号
館
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
四
月
六
日
～ 
七
月
二
五
日
）、
二
〇
一
〇
年
、
四
三
頁
。 
（
７
）
三
浦
篤
「
マ
ネ
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
―
横
た
わ
る
裸
婦
像
の
集
約
と
解
体
」
三
浦
篤
他
『
ヴ 
ィ
ー
ナ
ス
・
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
』
三
元
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
九
頁
。 
（
８
）
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
『
全
流
派
画
人
伝
』 
h
ttp
://g
allica.b
n
f.fr/ark
:/1
2
14
8
/b
p
t6
k
8
5
1
37
5
b
/f9
.im
ag
e.r=
b
lan
c%
2
0h
isto
ire%
2
0
d
es
%
2
0
p
ein
tres.lan
g
F
R
（
二
〇
一
五
年
二
月
二
七
日
閲
覧
） 
（
９
）
イ
ェ
ー
ル
大
学
美
術
館
《
ス
ペ
イ
ン
の
衣
装
を
着
て
横
た
わ
る
娘
》
解
説 
h
ttp
://artg
allery.y
ale.ed
u
/co
llectio
n
s/o
b
jects/reclin
in
g-y
o
u
n
g
-w
om
an
-sp
an
ish-c
o
stu
m
e
（
二
〇
一
五
年
二
月
二
七
日
閲
覧
） 
（
１０
）A. C
o
ffin
 H
an
so
n
, M
a
n
et a
n
d th
e M
o
d
ern
 T
ra
d
itio
n
, N
ew
 H
aven
, Y
ale U
n
iv
ersity
 
P
ress, 1
9
7
7, p
.8
9
. 
（
１１
）
大
島
洋
責
任
編
集
『
写
真
家
の
誕
生
と
一
九
世
紀
写
真
』
洋
泉
社
、
一
九
九
三
年
、 
四
〇
―
四
一
頁
。 
（
１２
）
佐
伯
順
子
『「
女
装
と
男
装
」
の
文
化
史
』
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
頁
。 
（
１３
）
新
實
五
穂
「
異
性
装
研
究:
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
服
飾
の
社
会
表
象
」『
女
性
学
連 
続
講
演
会
』（
一
四
）、
大
阪
府
立
大
学
女
性
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
、
八
五 
頁
。 
（
１４
）
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
『
娼
婦
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
一
六
一
頁
。 
（
１５
）
同
上
、
一
八
一
頁
。 
（
１６
）
山
田
登
世
子
『
誰
も
知
ら
な
い
印
象
派:
娼
婦
の
美
術
史
』
左
右
社
、
二
〇
一
〇
年
、 
六
五
頁
。 
（
１７
）
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ビ
ィ
他
監
修
『
女
の
歴
史
IV
：
十
九
世
紀
２
』
藤
原
書
店
、 
一
九
九
六
年
、
五
九
三
頁
。 
（
１８
）
バ
ー
ン
・
ブ
ー
ロ
ー
他
『
売
春
の
社
会
史
：
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
現
代
ま
で
』 
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
、
三
七
四
頁
。 
（
１９
）
同
上
、
三
七
五
頁
。 
（
２０
）C
o
ffin
 H
an
so
n
, O
p
.cit., p
.8
9
. 
（
２１
）
水
之
江
有
一
『
図
像
学
事
典
―
リ
ー
パ
と
そ
の
系
譜
―
』
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
一 
年
、
一
六
六
頁
。 
 
（
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
） 
   
